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授業名 

   
心理学 

履修時期 時間数（回数） 単位数 

1 年  30（15） 2 

担当講師   

       
大寺 健一郎（理学療法学科 専任教員） 

授業形態 必須/選択 

講義 必須 

教科書 

   

   

・自分理解の心理学（北大路書房） 成績評価 

・筆記試験 100％ 

・60％以上の点数で合格 

参考書 

   

・生き方支援の心理学（北大路書房） 

授業概要 

   

   

・本講義では、心理学全般の基本的知見を概観し、心理学がどのような学問であるかに

ついての理解を深めていく。 

・アクティブラーニングを意識し、日々の学習や理学療法の臨床で活用できる心理学的

手法を実践する。 

授業目標 

   

   

・心理学一般の基本的知識の説明ができる。 

・心理学を理学療法の臨床に応用し、実践できる。 

・心理学に基づいた学習方法を理解し、実践できる。 

授業内容 

回数 内容 準備学習・課題等 

1 

2 

 

3 

4 

5 

6 

7 

 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

 

心理学とは：心理学的研究と対象領域の概要 

発達について：遺伝や環境との関係、子どもの認知の発達、人格や社

会的発達  

発達の原理：発達の要因など 

発達段階と発達課題 

知覚や認知の意味や錯覚について 

認知の概要：失語症や認知症について（HDS-R・MMSE） 

学習や行動の意味について：オペラント条件づけ、レスポンデント条

件づけ、動機づけ 

知能とは何か：知能テストの概要、思考について 

記憶の概要：記憶の種類、ワーキングメモリ、メタ認知 

コミュニケーションの概要：ことばの発達と機能 

発達障害の概要：診断基準や指導方法、自閉症の発達特性 

パーソナリティの概要：パーソナリティ障害、パーソナリティテスト 

適応とは何か：適応機制やストレスの概要、欲求不満耐性、適応障害 

社会的行動の意味：集団と個人、社会的スキル、虐待 

定期試験 

 

・随時小テストを実施

する。 

・学習に関する方略に

ついては実際に実

践する。 



 

 

 

 

備考 講義の内容について、定期的に復習すること。復習は最低でも 3 回行うこと。 

教員の実務経験 理学療法士としての臨床経験 13 年 

教育学修士（教育臨床心理） 

実務経験を活かした 

教育内容 

心理学を理学療法の臨床に応用できる形に整理して説明する。また

日々の学習を効率よく実践していく方略を説明し、実際にできるよう

にする。 



 

 

授業名 

   
倫理学 

履修時期 時間数（回数） 単位数 

1 年 15（8） 1 

担当講師   

       
岩江荘介 

授業形態 必須/選択 

講義・ｸﾞﾙｰﾌﾟ討議 必須 

教科書 

   

   

・教科書の指定はございません。毎回その講義の要点

を記したプリントを配布いたします。 

成績評価 

・「討議シート」提出 

（5 点･合計 4 回）  

・遅刻（－1 点） 

・「最終レポート」提出（80 点） 

・60％以上の点数で合格 

参考書 

   

なし 

授業概要 

   

   

・この授業では、医療・福祉専門職に求められている「倫理」を学ぶにあたって、単に「知識とし

て知っている」ということに終わらないよう、臨床現場における重要な倫理的問題について、実

際の事例をもとにグル－プ討議を行い、「自らの力で考えて、答えを見つけていく」能力を身に

つけることを目指す。 

・その際、規則やルールをふりかざしたり、自分の意見を押し付けたりするのではなく、当事者を

含む様々な立場の意見に耳を傾け、他のメンバ－と協力しながら、チームとしての意見を形成す

る力を養うことに主眼を置く。 

授業目標 

   

   

（１）ものごとの「あるべき」方向や姿を、学問的に理解し考え出すことができる。 

（２）「患者のため」という善意が独り歩きする｢独善」の危険性について理解できる。 

（３）倫理的問題を一人で抱え込まず、「チーム」でアプローチすることができる。 

授業内容 

回数 内容 準備学習・課題等 

1 

 

 

 

2 

 

 

3 

 

 

4 

 

 

5 

 

 

6 

 

 

7 

 

 

8 

テーマ：「生命・医療倫理」の基本原則 

内容：近年、医療専門職に「倫理」が高く求められるようになったが、「生

命・医療倫理」が誕生した背景と学問的課題について講義を行う。 

小目標：「職業倫理」と「生命・医療倫理」の違いを理解すること。 

テーマ：｢患者の治療拒否」について 

内容：DVD で具体的な事例を視聴し、これを基にしたグループ・ワークを

行う。 

テーマ：「患者の自己決定権」について〔その 1〕 

内容： 患者の自己決定権を巡る倫理問題と、それを議論するための 手が

かりについて解説する。 

テーマ：「患者の自己決定権」について〔その 2〕 

内容：DVD で具体的な事例を視聴し、これを基にしたグループ・ワークを

行う。 

テーマ「生殖医療の倫理」について〔その 1〕 

内容：生殖医療を巡る倫理問題と、それを議論するための手がかりについて

解説する。 

テーマ「生殖医療の倫理」について〔その 2〕 

内容：DVD で具体的な事例を視聴し、これを基にしたグループ・ワークを

行う。 

テーマ「先端医療技術の倫理」について 

内容：先端医療技術の応用を巡る倫理問題について解説し、それを基にした

グループ･ワークを行う。 

テーマ：まとめ及び「最終レポート作成」 

 

 

 

 

＊講義中に討議シート

No.1 を作成する。 

 

 

 

 

＊講義中に討議シート

No.2 を作成する。 

 

 

 

 

＊講義中に討議シート

No.3 を作成する。 

 

＊講義中に討議シート

No.4 を作成する。 

備考  

教員の実務経験 宮崎大学医学部 社会医学講座 研究の倫理と政策学分野 准教授 

実務経験を活かした 

教育内容 

 



 

 

授業名 

   
社会福祉学 

履修時期 時間数（回数） 単位数 

1 年 30（15） 2 

担当講師   

       
濵砂 泰典   野間 義史 

授業形態 必須/選択 

講義 必須 

教科書 

   

   

・社会保障入門 2023 

・その他 配布資料 

 

成績評価 

・終講時の筆記試験 

・60点以上を合格とする 

参考書  

授業概要 

   

   

・医療と福祉及び保健分野は密接に繋がっており、理学療法・作業療法を実施する上で制度の成り

立ちや詳細を熟知しておく必要がある。 

・社会福祉学は、上記の内容をタイムリーなデータを提示しながら学習を進めることにより実践的

な専門職としての資質向上に努める講義内容である。 

授業目標 

   

   

・理学療法士・作業療法士として必要な社会福祉の意義・理念について理解できる。 

・社会福祉の歴史及び今後の動向について理解できる。 

・社会福祉の法体制・行財政・サービス提供の主体について理解できる。 

授業内容 

回数 内容 課題等 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

 

8 

9 

 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

社会福祉の概念とその範囲について学ぶ 

日本及び欧米の社会福祉の歴史について学ぶ 

統計を基にした日本の社会福祉の現況と今後の推移について学ぶ 

日本国憲法第 25 条及び福祉六法・八法の成立と概要について学ぶ 

日本の社会保障制度の概要と今後の取り組みについて学ぶ 

社会福祉基礎構造改革の骨子とねらいについて学ぶ 

老人福祉法をはじめとする高齢者福祉施策の現況と課題について

学ぶ 

介護保険法の成立経緯と概要について学ぶ 

介護保険法の概要・知的障害者福祉法の解説及び課題について学

ぶ 

身体障害者福祉法・児童福祉法の解説及び課題について学ぶ 

母子及び寡婦福祉法・生活保護法の解説及び課題について学ぶ 

所得保障制度・医療保険制度の解説及び課題について学ぶ 

所得保障制度・医療保険制度の解説及び課題について学ぶ 

その他の福祉関連法の基礎知識について学ぶ 

試 験 

 

 

 

 

 

備考 

教員の実務経験 濵砂 泰典（社会医療法人 耕和会） 

野間 義史（介護老人保健施設サンヒルきよたけ  支援相談員） 

実務経験を活かした 

教育内容 

教科書の内容だけでなく、実施の現場で行っている業務内容や調整等

を伝え、試験のためだけではなく、就業しても活かせる内容を伝える。 



 

授業名 

   
教育学 

履修時期 時間数（回数） 単位数 

1 年 15（8） 1 

担当講師   

       
河原 国男 

授業形態 必須/選択 

講義 必須 

教科書 

   

   

・配布資料 成績評価 

・期末試験(筆記)  

・平常点：居眠り等により受講

態度において、事実上不参加が

認められる場合には、各回 10

点減点する。 

・60 点以上を合格とする 

参考書 

   

・デューイ『民主主義と教育』岩波文庫 

・川喜田愛郎『生命・医学・信仰』新地書房 

授業概要 

   

   

・教育は、人に対して行う意図的な行為の一種である。医療福祉従事者の行為のな

かに、本人の自覚は無い場合でも、「教育」の要素が含まれている。教育の要素を取

り入れることによって、より望ましい医療福祉行為が実現できる場合がある。その

ような観点から、基礎的教養としての教育学について講義する。 

授業目標 

   

   

・人間形成とは何か、教育とは何かを基本的に理解できる。 

・医療・福祉の行為を部分的に補佐し、基礎づける教育のあり方について認識でき

る。 

・先端的な介護福祉の現場との関連で、理学療法士の役割について理解できる。 

授業内容 

回数 内容 課題等 

1 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 

 

 

 

 

3 

 

 

 

 

4 

 

 

 

 

 

 

5 

 

 

人間形成とは何かを理解するために、“生と形式”に関する根本的

問いかけがあることを認識する。１）アリストテレスの習慣づけ

の所見にふれながら、人間に対する形式づける諸技術が、人間形

成の分野で重んじられてきたことを理解する。２）生きた人間を

対象にする場合に、その形式づけがどのような基本的な留意事項

があるかを、ルソー『エミール』の３種類の教育（自然の教育・

事物の教育・人間の教育）等にふれながら認識できるようにする。 

 

 

環境との関わりを通じてを含めた、人間を形成する諸力のなかで、

意図的形成行為として「教育」の位置づけを知る。その専門的機

関として「学校」があることを理解する。 

 

 

教育を限界づけるものとして“自らを形成する力”があることを

知る。ソクラテスの「産婆術」という支援の技術について、プラ

トン対話篇を紹介しながら、理解する。 

 

 

時間的推移のなかで価値実現をめざす“向上”の概念を知る。そ

のなかで、心身の病、障害、傷等を負った者がどのように困難な

状態に向きあいながら時間的経過のなかで価値実現していくか、

そのモデルを認識する。また、その具体的事例に取りあげる。関

連して、リハビリテーション概念についてふれる。 

 

 

教育的態度の諸類型として、支配関係・指導関係を理解する。 

 

 

 



 

 

6 

 

 

 

 

 

7 

 

 

 

 

 

8 

 

教育的態度の諸類型の一つとして、同朋関係理解する。典型的事

例として、ソクラテスとその対話者との関係について取りあげ、

暫定解を求めて、仮説検証を繰り返す対話的実践の重要性につい

て認識できるようにする。 

 

 

教育目的の公共性理念について認識するとともに、医療福祉従事

者の職業的使命について、その基本を理解する。その上で、医学

史家川喜田愛郎氏の所見にふれながら、介護福祉の最前線におけ

る理学療法士の役割についてふれる。 

 

 

期末試験 

備考  

教員の実務経験 宮崎大学教育学部附属小学校長  

実務経験を活かした 

教育内容 

学部教員養成課程における必修科目「教育本質論」の担当、教職大学

院必修科目「現代の教育課題と学校の社会的役割」の担当、など。 



 

 

授業名 

   
統計学 

履修時期 時間数（回数） 単位数 

1 年 30（15） 1 

担当講師   

       
西岡 賢祐 

授業形態 必須/選択 

授業 必須 

教科書 

   

   

・すぐできる！リハビリテーション統計 成績評価 

・平常点 20％、試験 80％ 

 上記を総合的に評価する。 

（欠席－3点、遅刻－1点） 

・60％以上の点数で合格 

参考書 

   

・ Excelで学ぶ統計解析入門 

授業概要 

   

   

・統計学の基礎や、現場で必要となる統計的解析手法について講義する。 

授業目標 

   

   

・統計学の基礎を理解し、説明できる。 

・統計学を用いた解析手法を理解し、説明できる。 

・実際の事象について統計的解析を用いて理解し説明できる。 

授業内容 

回数 内容 準備学習・課題等 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

 

統計学の基礎 

統計解析の使用例 

図表の表し方（EXCELを用いた作図の基礎） 

図表の表し方（関数を用いた作図） 

標準偏差によるデータ解析 

標準偏差を用いた図作成 

度数分布によるデータ解析 

度数分布を用いた図作成 

相関と回帰（相関分析） 

相関と回帰（回帰分析） 

基準値の基礎と応用 

ノンパラメトリック検定（カイ２乗検定） 

ノンパラメトリック検定の応用 

試験 

試験の解説 

 

 

備考  

教員の実務経験 宮崎大学 工学教育研究部 教授 博士（工学） 

実務経験を活かした 

教育内容 

EXCELを用いたデータ解析 



 

 

授業名 

   
物理学 

履修時期 時間数（回数） 単位数 

1 年 30（15） 1 

担当講師   

       
秋山 博臣 

授業形態 必須/選択 

講義・実験 必須 

教科書 

   

   

・医療系のための物理 

  佐藤幸一・藤城敏幸 著，東京教学社 

・適宜，プリントを配布します。 

成績評価 

・期末試験(筆記）：80～90% 

・実験レポート ：20～10% 

・60％以上の点数で合格 参考書 

   

・医療系のための物理 

  佐藤幸一・藤城敏幸 著，東京教学社 

授業概要 

   

   

・力，力のモーメント，てこの原理について講義し，人体におけるてこの応用例につい

て，国家試験の過去の問題を例に解説する。 

・運動の法則に基づく身近な物体の運動，基本的な力学量について説明する。 

授業目標 

   

   

・人体の動作に関係した物理学（ボディ・メカニックス等）の基本となる原理・法則を理解し、

説明できる。 

・科学的のものの見方・考え方を身につけ、臨床に応用できる。 

授業内容 

回数 内容 準備学習・課題等 

1 

 

2 

 

 

3 

 

 

4 

 

5 

 

6 

 

7 

 

8 

 

9 

 

10 

 

11 

 

12 

 

13 

 

14 

 

15 

§１．イントロダクション 

 ○物理量と単位 

§２．力と運動 

１．力のつりあい 

(1)力の種類  (2)力の表し方  (3)力の合成 

(4)力の分解  (5)力のつりあい 

  ２．力のモーメントのつりあい 

    (1)力のモーメント 

(2)力のモーメントのつりあい 

(3)てこ  ①てこの使い方  ②てこの種類 

            ③てこの応用 

              道具，人体 

              滑車，輪軸 

(4)重心と安定 

   重心，人の重心，安定な姿勢 

(5)摩擦力 

３．物体の運動 

(1)運動のいろいろ  (2)運動の表し方 

(3)物体の運動    (4)重力 

４．その他の力学量 

   (1)仕事  (2)エネルギー  (3)仕事率  (4)力積と運動量 

 

§３．熱と温度： (1)温度目盛り  (2)熱の伝わり方  (3)温度の測定 

○ 実験の説明 

実験： 熱電対によるアルコール温度計の較正 

   （グループ毎に協力して実験を行う。） 

実験のまとめと試験の注意 

 

期末試験 

 

試験解説 

 

 

 

 

力の合成 

力の分解 

 

 

国試問題 

てこの原理 

 

国試問題 

 

 

国試問題 

 

 

 

 

 

国試問題 

 

 

 

実験レポート 

 

備考  

教員の実務経験 宮崎大学教育学部 理科教育（物理学） 教授 

実務経験を活かした 

教育内容 

大学での物理教育の経験を活かし，人体の動作に関係した物理学を

中心に教育するとともに，実験を実施することにより，体験を通した

理解とグループ活動を通したコミュニケーション力を育てる。 



 

 

授業名 

   
外国語 

履修時期 時間数（回数） 単位数 

1 年 15（8） 1 

担当講師   

       
武方 壮一 

授業形態 必須/選択 

講義 必須 

教科書 

   

   

・授業時に配布する。 

（単語問題・文法問題・英文問題・ 

リスニング問題・英作文問題） 

成績評価 

・試験(60%) 

 授業における活動(40%) 

 （欠席 1回につき 3点減点、 

遅刻・早退は 1回 2点減点） 

・60点以上を合格とする 

参考書 

   

・特になし。 

（必要に応じて授業において指示する。） 

授業概要 

   

   

・語彙・文法・リーディング・リスニングついて、英語運用能力の向上を目指す。 

語彙、文法の学習については事前学習を課す。リーディングおよびリスニング学習はグループ学習

により、自己の理解と他者の解釈について意見交換を行いながら解を見出して行く。英作文は日常

の話題を英語で表現する学習を取り入れる。 

授業目標 

   

   

・語彙力（語彙 4,000語レベル以上）と文法力（英文法の基本事項の理解）を向上させる。 

・英文読解力（正しい解釈と読解速度）を向上させる。 

・リスニング力を向上させる。 

・基本的な英文（日常の話題）を書いて表現できるようになる。 

授業内容 

回数 内容 課題等 

1 

 

 

2 

 

 

3 

 

 

4 

 

 

5 

 

 

6 

 

 

7 

 

 

8 

テーマ：講義の概要の説明 

具体的内容：レベル診断テスト 

小目標：語彙力・文法力・読解力を身につける学習方法の理解 

テーマ：語彙力・文法力・読解力を身につけるための学習 

具体的内容：語彙(200語)・文法小テスト、読解・リスニング（グループ学習） 

小目標：語彙力・文法力・読解力を身につける。 

テーマ：語彙力・文法力・読解力・リスニング力を身につけるための学習 

具体的内容：語彙(400語)・文法小テスト、読解・リスニング（グループ学習） 

小目標：語彙力・文法力・読解力・リスニング力を身につける。 

テーマ：語彙力・文法力・読解力・リスニング力を身につけるための学習 

具体的内容：語彙(600語)・文法小テスト、読解・リスニング（グループ学習） 

小目標：語彙力・文法力・読解力・リスニング力を身につける。 

テーマ：語彙力・文法力・読解力・リスニング力を身につけるための学習 

具体的内容：語彙(800語)・文法小テスト、読解・リスニング（グループ学習） 

小目標：語彙力・文法力・読解力・リスニング力を身につける。 

テーマ：語彙力・文法力・読解力・リスニング力を身につけるための学習 

具体的内容：語彙(1000語)・文法小テスト、読解・リスニング（グループ学習） 

小目標：語彙力・文法力・読解力・リスニング力を身につける。 

テーマ：語彙力・文法力・読解力・リスニング力を身につけるための学習 

具体的内容：語彙力(まとめ)・文法力小テスト(まとめ)、読解力（まとめ） 

小目標：語彙・文法・読解・リスニングの学習をまとめる。 

試験：語彙・文法・読解力・リスニング力の到達度を測る。 

 

 

 

語彙、文法学習 

 

 

語彙、文法学習 

作文 

 

語彙、文法学習 

作文 

 

語彙、文法学習 

作文 

 

語彙、文法学習 

作文 

 

語彙、文法学習 

作文 

備考  

教員の実務経験 宮崎大学 教育・学生支援センター 教授 

実務経験を活かした 

教育内容 

教養教育の英語を担当した経験に基づき、身につく教材作成、アクテ

ィブ・ラーニングを取り入れた教育方法を取り入れた授業を実践する。 



 

 

 

 

 

 

 

授業名 

   
医学用語 

履修時期 時間数（回数） 単位数 

1 年 15（8） 1 

担当講師   

       

吉田敏朗、長友典子、馬場義行、古瀬正志、 

大寺健一郎、南正覚 肇（理学療法学科 専任教員） 

村野 信之（事務長兼理学療法学科長） 

授業形態 必須/選択 

講義 必須 

教科書 

   

  

・なし 

・随時、講義資料を配布 

成績評価 

・筆記試験（100 点） 

・60 点以上を合格とする 

 参考書 

   

 

授業概要 

 

・リハビリテーション医学用語を中心に解説し、専門職として臨床や研究の場で活

用出来る用語（医学英語含む）について学ぶ。 

授業目標 

   

   

・臨床の場や理学療法士（PT）が業務上汎用する医学用語や語句、略語（英単語含

む）の意味を理解することができる。 

・医療人・専門職として臨床や研究の場で活用出来る基礎用語について学び意味を

理解することができる。 

授業内容 

回数 内容 課題等 

1 

 

2 

 

 3 

 

 4 

 

5 

 

6 

 

7 

 

8 

 

PTの現場で利用する医学用語（担当：長友） 

・骨標本を使用し、実際の四肢の動きと有名な筋について学ぶ 

PTの現場で利用する医学用語（担当：馬場） 

・内部障害理学療法の理解に必要な基礎用語について学ぶ 

PTの現場で利用する医学用語（担当：吉田） 

・Human Body と Skeletal Systemについて学ぶ 

PTの現場で利用する医学用語（担当：大寺） 

・運動学・運動療法などに関する基礎用語について学ぶ 

PTの現場で利用する医学用語（担当：古瀬） 

・日常生活活動（ADL）関連基礎用語について学ぶ 

PTの現場で利用する医学用語（担当：村野） 

・脳血管障害の理学療法に関する基礎用語について学ぶ 

PTの現場で利用する医学用語（担当：南正覚） 

・カルテや文書などに使わる基本的用語について学ぶ 

定期試験 

 

備考  

教員の実務経験 （臨床経験年） 

吉田 敏朗 （臨床経験 20年）  長友 典子（臨床経験 10 年） 

馬場 義行 （臨床経験 9 年）   古瀬 正志（臨床経験 29 年） 

大寺 健一郎（臨床経験 13年）    南正覚 肇（臨床経験 10 年） 

村野 信之（臨床経験 14 年） 

実務経験を活かした 

教育内容 

 



 

 

 

授業名 
保健体育 

履修時期 時間数（回数） 単位数 

1 年 30（15） 1 

担当講師   

       
児玉孝文 

授業形態 必須/選択 

講義・実技 必須 

教科書 

   

なし 成績評価 

・平常点とレポートによる採点 

・60 点以上で合格 参考書  

授業概要 

   

   

・各自好みのスポーツ種目を選択して実施する複数種目同時進行型の実技授業。 

・受講者の体力や性別、技能レベルの多様性を前提とするゲームを中心とした活動

を行い、体育委員やスポーツ経験者がインリーダーとなって、担当教員とともに指

導に当たる。 

授業目標 

   

   

① 生涯にわたり、生活の中にスポーツ・運動を取り入れる態度の形成や価値の認識

など生涯学習力が向上できる。 

② リハビリの指導過程で有用と思われるスポーツ・レクリエーションの実践力や指

導力が向上できる。 

③ 授業を通して社会性や思いやり、コミュニケーション能力やチームワーク、リー

ダーシップとフォロアーシップなどが向上できる。 

④ クラスに一体感が生まれるような相互性の高い授業を目指す。そして何よりも、

本実技が学院生活全般への活力となること。 

⑤ コロナ禍をはじめとした未曾有の事態等による社会情勢が変化するなかで、授業

を通して身体性を伴う活動（学習や仕事）の必要性と重要性を再認識する。 

授業内容 

回数 内容 準備学習・課題等 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

オリエンテーション：自己紹介、講義「身体とコミュニケーション」 

オリエンテーション（体育館）：準備、後始末の方法、実技 

バスケ、バレー、卓球、フットサル、バドミントンの技術とゲーム 

各種目ゲーム、各種目技術伝達 

各種目ゲーム、他の種目へのチャレンジ 

各種目ゲーム 

各種目ゲーム 

フライングディスクの練習、アルティメット 

各種ゲーム 

各種ゲーム、他種目へのチャレンジ 

各種ゲーム 

各種ゲーム 

各種ゲーム 

各種ゲーム、課題の出題 

各種ゲーム、課題の提出（レポート） 

随時連絡 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

備考  

教員の実務経験 文化庁・文部科学省「芸術家派遣事業」 派遣芸術家 

独立行政法人航空大学校 非常勤講師 担当講義：体育 

実務経験を活かした 

教育内容 

スポーツ・運動を通し生活・社会の中での価値観や認識など身に付

け実践力・指導力また生涯学修習力を育んでいく。 



 

授業名 

   
社会の理解 

履修時期 時間数（回数） 単位数 

1 年 15（8） 1 

担当講師   

       
大寺 健一郎（理学療法学科 専任教員） 

授業形態 必須/選択 

講義 必須 

教科書 

   

配布プリント 成績評価 

・レポート 20％ 

・SSTホームワーク 30％ 

・出席点 50％ 

・60 点以上で合格とする 

参考書 

   

なし 

授業概要 

   

   

1. 科学的・論理的思考力を育て、人間性を磨き、自由で主体的な判断と行動する

能力を培う。 

2. 生命倫理や人の尊厳を幅広く理解する。 

3. 国際化及び情報化社会に対応できる能力を培う。 

4. 患者・利用者等との良好な人間関係の構築を目的に、人間関係論、コミュニケ

ーション論等を学ぶ。 

授業目標 

   

   

1. 理学療法士としてのキャリア意識や、科学的視点を持つことができる。 

2. 生命倫理や人の尊厳についての知識を持ち、自分の考えを示すことができる。 

3. 理学療法に関する情報を、海外も含めて幅広く収集・吟味し、活用することが

できる。 

4. 理学療法士としてのソーシャルスキルを身に付け、実践することができる。 

授業内容 

回数 内容 準備学習・課題等 

1 

 

 

2 

 

3 

 

4 

 

5 

 

6 

 

7 

ソーシャルスキルとソーシャルスキルトレーニング（social skill 

training:SST）について 

SST：セッション① 言葉以外のコミュニケーション 

キャリアについて 

SST：セッション② 会話を始める 

再生医療と終末期医療について 

SST：セッション③ 上手な話の聞き方 

科学的思考と研究について（FINER と PICO） 

SST：セッション④ あたたかい言葉かけ 

情報リテラシーについて（海外文献検索を含む） 

SST：セッション⑤ 感謝の気持ちを伝える 

人間関係とコミュニケーションについて 

SST：セッション⑥ 自分の思いを伝える 

ハラスメントについて 

・講義内容についての

簡単なレポートを

課すことがある。 

・SSTに関するホーム

ワークを実践して

もらう。 

 



 

 

 8 

 

SST：セッション⑦ 謝る 

SST：セッション⑧ 怒りをコントロールする 

SSTのまとめ 

 

備考 SSTのホームワークは必ず実践して記録を提出すること。 

教員の実務経験 理学療法士としての臨床経験 13 年 

教育学修士（教育臨床心理） 

実務経験を活かした 

教育内容 

ソーシャルスキルは、理学療法士にとって大切なスキルです。そのト

レーニングである SSTの技法を実際に取り入れて、このスキルを生活

や臨床の中で実践できるように練習していきます。 



 

 

授業名 

   
解剖学Ⅰ 

履修時期 時間数（回数） 単位数 

1 年 90（45） 3 

担当講師   

       
高橋 伸育 

授業形態 必須/選択 

講義 必須 

教科書 

   

   

・理学療法士・作業療法士・言語聴覚士のための解剖学（廣

川書店） 

・系看 専門基礎「解剖生理学」（医学書院） 

成績評価 

・筆記試験（100点） 

・60点以上を合格とする 

参考書 

   

・プロメテウス「解剖学コアアトラス」（医学書院） 

・「カラー人体解剖学」（西村書店） 

授業概要 

   

   

・本講では人体各臓器の構造と機能について理解を深め、作業療法習得の基盤を築く。また、解剖

学標本示説実習では教科書からは学び得ない人体の精緻な構造に直接触れながら、生命の尊厳や医

の倫理について学ぶ。 

授業目標 

   

・人体を構成する運動器および神経系の構造と機能を理解することができる。 

授業内容 

回数 内容 課題等 

1・2 

3・4 

5・6 

7・8 

9・10 

11・12 

13・14 

15・16 

17・18 

19・20 

21・22 

23・24 

25・26 

27・28 

29・30 

31・32 

33・34 

35・36 

37・38 

39・40 

41・42 

43・44 

45 

骨学総論 

頭蓋と脊柱と胸郭 

上肢・上肢帯 

下肢・下肢帯 

骨学総括      

関節学総論・頭蓋と脊柱の関節 

関節学各論：上肢の連結 

関節学各論：下肢の連結 

関節学総括・筋学総論   

筋学各論：頭頸部と体幹 

筋学各論：上肢の筋 

筋学各論：下肢の筋 

筋学総括 

神経総論・脳総論・脳血管・脳室・脳脊髄液 

大脳（皮質・髄質・辺縁系） 

間脳・脳幹・小脳 

脊髄・神経伝導路 

神経総括１ 

脳神経・自律神経 

脊髄神経（総論・頸神経） 

脊髄神経２（胸神経・腰神経叢・仙骨神経叢） 

神経総括２ 

期末試験 

 

 

 

 

 

指定された教科書を

まず一読しておくこ

と 

 

 

講義の進行に応じて 

適宜、予習・復習問題

等を課する。 

 

備考  

教員の実務経験 宮崎大学医学部解剖学講座 超微形態科学分野 講師 

実務経験を活かした 

教育内容 

より理解が深まるように臨床に沿った内容の講義を行う。 



 

 

授業名 

   
解剖学Ⅱ 

履修時期 時間数（回数） 単位数 

1 年 90（45） 3 

担当講師   

       
菱川 善隆・石塚 匠 

授業形態 必須/選択 

講義 必須 

教科書 

   

   

・理学療法士・作業療法士・言語聴覚士のための解剖学（廣

川書店） 

・系看 専門基礎「解剖生理学」（医学書院） 

成績評価 

・筆記試験（期末試験 100点） 

・60点以上を合格とする 

参考書 

   

・「カラー人体解剖学」（西村書店） 

・プロメテウス「解剖学コアアトラス」（医学書院） 

授業概要 

   

   

・本講では人体各臓器の構造と機能について理解を深め、理学療法・作業療法習得の基盤を築く。

また、解剖学標本示説実習では教科書からは学び得ない人体の精緻な構造に直接触れながら、生命

の尊厳や医の倫理について学ぶ。 

授業目標 

   

・解剖学（および組織学）を通じて人体を構成する各器官系の構造・機能を理解することができる。 

授業内容 

回数 内容 課題等 

 

１・2 

３・４ 

５・６ 

７・８ 

９・10 

11・12 

13・14 

15・16 

17・18 

19・20 

21・22 

23・24 

25・26 

27・28 

29・30 

31・32 

33・34 

35・36 

37・38 

39・40 

41・42 

43・44 

45 

 

人体の基本構造 

細胞と組織 

基礎知識 

血液 

心臓 

総括① 

脈管① 

脈管② 

呼吸器系 

総括② 

上部消化器 

下部消化器 

肝胆膵 

免疫系 

腎・泌尿器 

内分泌 

生殖器系① 

生殖器系② 

総括③ 

感覚器系① 

感覚器系② 

総括④ 

定期試験 

 

 

指定された教科書を 

まず一読しておくこと 

 

 

講義の進行に応じて 

適宜、予習・復習問題

等を課する。 

 

備考  

教員の実務経験 菱川 善隆：宮崎大学医学部解剖学講座組織細胞化学分野 教授 

石塚 匠 ：宮崎大学医学部解剖学講座組織細胞化学分野 助教 

実務経験を活かした 

教育内容 

医学部解剖学教育を担当する医師の立場から、診療を念頭においた実

践的解剖学知識の理解を促していく。 



 

授業名 

   
生理学 

履修時期 時間数（回数） 単位数 

1 年 90（45） 3 

担当講師   

       
濱川 俊朗 

授業形態 必須/選択 

講義 必須 

教科書 

   

   

・系統看護学講座 専門基礎分野  

 解剖生理学 人体の構造と機能①（医学書院） 

成績評価 

・筆記試験およびレポートなど提

出物の評価 100 点 

・60 点以上の点数で合格 

 

参考書 

   

・標準生理学 第 9 版 

授業概要 

   

・医療技術者にとって基礎となる生理学について、教科書を用いてわかりやすく解説す

る 

授業目標 

   

・人体の生理学的事項を学ぶ 

・種々の病態・疾病を学び理解するための基礎的知識を身につける 

授業内容 

回数 内容 準備学習・課題等 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

25 

26 

27 

28 

29 

30 

31 

32 

33 

34 

35 

第 1章 解剖生理学を学ぶための基礎知識：A 

第 1章 解剖生理学を学ぶための基礎知識：B 

第 1章 解剖生理学を学ぶための基礎知識：C 

第 2章 栄養の消化と吸収：A 

第 2章 栄養の消化と吸収：B 

第 2章 栄養の消化と吸収：C 

第 2章 栄養の消化と吸収：D 

第 3章 呼吸と血液のはたらき： A 

第 3章 呼吸と血液のはたらき： B 

第 3章 呼吸と血液のはたらき： C 

第 4章 血液の循環とその調節： A 

第 4章 血液の循環とその調節： B 

第 4章 血液の循環とその調節： C 

第 4章 血液の循環とその調節： D 

第 4章 血液の循環とその調節： E 

第 4章 血液の循環とその調節： F 

第 4章 血液の循環とその調節： G 

第 5章 体液の調節と尿の生成： A 

第 5章 体液の調節と尿の生成： B 

第 5章 体液の調節と尿の生成： C 

第 5章 体液の調節と尿の生成： D 

第 6章 内臓機能の調節：A 

第 6章 内臓機能の調節：B 

第 6章 内臓機能の調節：C 

第 6章 内臓機能の調節：D 

第 6章 内臓機能の調節：E 

第 7章 からだの支持と運動：A、B 

第 7章 からだの支持と運動：C、D 

第 7章 からだの支持と運動：E 

第 7章 からだの支持と運動：F 

第 7章 からだの支持と運動：G、H 

第 8章 情報の受容と処理：A、B 

第 8章 情報の受容と処理：C、D 

第 8章 情報の受容と処理：E、F 

第 8章 情報の受容と処理：G、H 

・該当する教科書の部

分を読んで予習を行

う 

・内容のアルファベッ

ト表記は、教科書の

項目に準じる 



 

36 

37 

38 

39 

40 

41 

42 

43 

44 

45 

第 8章 情報の受容と処理：I、J 

第 9章 外部環境からの防御：A 

第 9章 外部環境からの防御：B 

第 9章 外部環境からの防御：C 

第 10章 生殖・発生と老化のしくみ：A 

第 10章 生殖・発生と老化のしくみ：B 

第 10章 生殖・発生と老化のしくみ：C 

第 10章 生殖・発生と老化のしくみ：D 

第 11章 体表からみた人体の構造 

期末試験 

備考  

教員の実務経験 潤和会記念病院 院長（医師） 

実務経験を活かした 

教育内容 

人体の生理学的事項（種々の病態・疾病を学び理解するための基礎的知

識）を学習し、理学療法を実践して行くための知識の理解を促していく。 



 

授業名 

   
運動学Ⅰ 

履修時期 時間数（回数） 単位数 

1 年  30（15） 1 

担当講師   

       
大寺 健一郎（理学療法学科 専任教員） 

授業形態 必須/選択 

講義 必須 

教科書 

   

   

・基礎運動学 第６版 補訂（医歯薬出版株式会社） 成績評価 

・筆記試験 100％ 

・60％以上の点数で合格 

参考書 

   

・系統看護講座 解剖生理学（医学書院） 

・エッセンシャル・キネシオロジー 機能的運動学

の基礎と臨床（南江堂） 

授業概要 

   

   

・将来、理学療法を行うにあたり、人間の身体活動を人体の形態と機能の相互関係

から捉えるだけでなく、運動と生体力学、生理学、生化学、また解剖学及び神経生

理学等との関連性について、その基礎を学び正しく理解することを目的とする。 

授業目標 

   

   

・運動学の領域、歴史、現状と展望、捉え方について説明できる。 

・運動機能の理解に必要な基礎的な生体力学について説明できる。 

・運動機能の理解に必要な生体構造と機能について説明できる。 

授業内容 

回数 内容 準備学習・課題等 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

 

11 

12 

 

13 

14 

15 

 

運動学総論：運動学の領域、歴史、現状と展望、捉え方 

生体力学の基礎：時間と空間、身体とてこ 

生体の構造と機能：細胞と組織 

生体の構造と機能：運動器の構造と機能 

生体の構造と機能：神経の構造と機能（神経のしくみ） 

生体の構造と機能：神経の構造と機能（神経の解剖） 

生体の構造と機能：神経の構造と機能（神経の生理） 

生体の構造と機能：運動の中枢神経機構（反射） 

生体の構造と機能：運動の中枢神経機構（反応） 

生体の構造と機能：感覚の性質、感覚の分類、体性感覚、 

平衡感覚、視覚 

生体の構造と機能：呼吸・呼吸器(解剖)、運動と呼吸 

生体の構造と機能：血液と循環・循環器(解剖)、運動時の循環制

御 

生体の構造と機能：体温調整・運動による体温の影響 

生体の構造と機能：講義のまとめ 

定期試験 

 

解剖学・生理学を並行

して勉強すること。 

 

随時小テストを行う。 



 

 

 

 

 

 

＊試験解説は別日に実施。 

 

備考 講義の内容について、定期的に復習すること。復習は最低でも 3 回行うこと。 

 

教員の実務経験 理学療法士としての臨床経験 13 年 

教育学修士（教育臨床心理） 

実務経験を活かした 

教育内容 

人体の解剖生理学を「運動」というキーワードで整理して説明すると

ともに、臨床で実際に用いられる評価や治療に応用できる運動学的思

考を教授する。 



 

授業名 

   
運動学Ⅱ 

履修時期 時間数（回数） 単位数 

1 年 60（30） 2 

担当講師   

       長友 典子（理学療法学科 専任教員） 

授業形態 必須/選択 

講義、簡単な実技 必須 

教科書 ・基礎運動学 第 6 版 補訂 

・エッセンシャルキネシオロジー(第 3 版)，南江堂 

成績評価 

・筆記試験 (100 点) 

・60 点以上合格 

＊すべてのレポート課題の提出

を必須とする。 

参考書 

   

・プロメテウス解剖学コアアトラス（医学書院） 

授業概要 ・四肢・体幹の運動に関連する機能解剖学と正常な運動機能および運動の力学的特

性について学ぶ 

・運動障害を観察・分析する能力に結びつく基礎的知識について学ぶ 

授業目標 

   

   

・上肢・下肢・体幹（顔面機能を含む）の筋学および骨学を基礎にして運動学的特

性について説明することができる。 

・運動学における正常な運動機能を理解し、実際に動作を実施できる。 

・機能解剖学から臨床運動学への応用基礎とすることで、実習等で汎用できる知識

へと繋げることができる。 

授業内容 

回数 内容 準備学習・課題等 

1 

 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

 

9 

10 

11 

12 

13 

 

14 

15 

16 

17 

 18 

 19 

 20 

21 

 22 

23 

 24 

 

 

25 

運動学の概要：基礎的な機能解剖学について学ぶ 

 

上肢帯と上肢の運動の概要について学ぶ 

上肢帯と肩の運動①：関節と靱帯について学ぶ 

上肢帯と肩の運動②：上肢帯と関節の動きについて学ぶ 

上肢帯と肩の運動③：上肢帯、肩関節の筋について学ぶ 

肘関節と前腕の運動の概要について学ぶ 

手関節と手の運動①：関節と靱帯、手関節と手の筋について学ぶ 

手関節と手の運動②：手のアーチ、手の変形について学ぶ 

 

体幹の運動の概要について学ぶ 

頸椎の運動について学ぶ 

胸椎と胸郭の運動について学ぶ 

腰椎の運動について学ぶ 

上肢帯・体幹のまとめ 

 

下肢帯と下肢の運動の概要について学ぶ 

下肢帯と股関節の運動①：関節と靱帯について学ぶ 

下肢帯と股関節の運動②：関節の動きについて学ぶ 

下肢帯と股関節の運動③：股関節の筋について学ぶ 

膝関節の運動①：関節と靱帯について学ぶ 

膝関節の運動②：関節の動きについて学ぶ 

膝関節の運動③：膝関節の筋について学ぶ 

足関節と足の運動①：関節と靱帯について学ぶ 

足関節と足の運動②：関節の動きについて学ぶ 

足関節と足の運動③：足の筋、アーチ、足部の変形について学ぶ 

下肢帯のまとめ 

 

 

姿勢についての概要を学ぶ 

 

※学習効果の向上を

目的として、復習は

欠かさないこと。 

 

※復習として課題レ

ポートを課す。 

 

 

※数回基礎テスト、 

確認テストを実施 

する。 



 

 

 

 

 26 

 27 

28 

 29 

 30 

歩行についての概要を学ぶ 

歩行時における関節・筋の動き及び特徴的な歩行について学ぶ 

顔面および頭部の運動について学ぶ 

姿勢・歩行・顔面および頭部のまとめ 

筆記試験 

備考 テキストとは別に資料を配布する。教科書を用いて、解剖学と関連付けて復習しておくこ

と。また、復習の一環としてとして、課題レポートを課し、すべての課題レポートの提出

を必須とする。講義の中で複数回、基礎テスト(骨・筋)及び確認テスト(各単元ごと)を実施

する。各単元の確認には、配布プリントの「まとめ」欄を活用すること。 

教員の実務経験 理学療法士としての臨床経験 10 年 

(急性期、回復期、生活期（外来、通所リハビリ、訪問リハビリ)） 

認定理学療法士（運動器）、宮崎県スポーツ協会公認 AT(ｱｽﾚﾃｨｯｸﾄﾚｰﾅｰ) 

日本パラスポーツ協会公認 中級障がい者スポーツ指導員 

実務経験を活かした 

教育内容 

基礎的な運動学の知識習得だけではなく、簡単な実技も実施しながら

解剖学との繋がりや臨床でみられる症状も含めた演習も行う。 



 

授業名 

   
人間発達学 

履修時期 時間数（回数） 単位数 

1 年  30（15） 1 

担当講師   

       
日髙 義治 

授業形態 必須/選択 

講義 必須 

教科書 

   

   

・生涯人間発達学 改訂第 2版増補版 

（上田礼子著・三輪書店） 

成績評価 

・ 期末筆記試験及び課題に関

するレポートやプレゼンテー

ション等の活動状況を総合的

に評価。（レポート不提出はマ

イナス５点、自発的なプレゼン

テーションはプラス５点）  

・ 60％以上の点数で合格 

参考書 

   

・ロジャー・シャタック著 中野善達訳 アヴェロン

の野生児(禁じられた実験) 家政教育社 1997 

授業概要 

   

   

・ 本授業は、発達に関する基本的な考え方を明確にするとともに、誕生から死に至る

人間発達の様相を、現代発達心理学が重視する「環境との関わりにおける量的・質的

変化」という視点で見つめ、人間が環境との相互作用の中で変化し続ける存在である

ことを理解させ、将来経験する患者と治療者の複雑な治療関係をより広い視野でより

深く、より確かに把握することのできる識見・態度を身につけさせようとするもので

ある。 

授業目標 

   

   

・ 発達とはどのようなことか、またこれまでに提唱されている理論にはどのような説

があるかなどを知るとともに、各発達段階における「身体的発達」「認知的発達」「情

緒的・社会的発達」を主体的に調べたり学習者同士が意見交換したりしながら、人間

が環境との関わりの中で生涯にわたり量的・質的に変化するという発達観を理解し、

それを将来の医療活動に生かそうとする実践意欲を高めることを目標とする。 

授業内容 

回数 内容 準備学習・課題等 

1 

 

 

2 

 

 

3 

 

 

 

4 

 

5 

 

 

6 

 

 

 

7 

 

 

 

 

「人間発達学」とは、何を学ぶ学問か、序言を参考に理解を深める。 

：「発達」～環境との関わりの中で起こる「量的・質的変化」であるこ

との理解。 

人間発達における理論を知る。 

：成熟優位説(Gesell)、環境優位説(Watson)、相互作用説（Piaget）、動

物行動学（Lorenz）等 

＝各発達段階ごとに調べる＝ 

出生前と出生の段階 

：受精、胎児の発達 

：出生（ＤＶＤを見ながらそのメカニズムを知る） 

乳児・幼児前期の身体・運動的発達について調べる。 

：身長・体重・頭囲及び反射の意味及び種類について 

：認知的発達（Fanzの実験、物の永続性、言語の発達） 

：情緒的・社会的発達、特に対人関係について(社会的参照、共鳴動作な

ど) 

幼児後期の身体・運動及び認知的発達について調べる。 

: 微細運動の発達 

：感覚・運動的段階の知的能力について（前操作的段階～液体量・数の

保存等） 

幼児後期の情緒的発達について調べる。 

：対人関係、特に大人との関係・同年齢の子ども達との関係 

：社会的発達、特に遊びの発達 

 

 

「保存」について課題 

 

 

 

 

 

 

 

DVD「赤ちゃん誕生」 

 

 

 

 

 

 

 

「保存の実験」 



 

8 

 

 

9 

 

 

10 

 

11 

 

12 

 

 

13 

 

 

14 

 

 

 

 

15 

 

学童期の身体・運動的発達及び認知機能の発達について調べる。 

：器用さ、正確さ、速さ 

 ：認知機能の発達（メタ認知、具体的操作期）、知能と学業 

学童期の情緒的・社会的発達について調べる。 

：家族関係、友人関係～ギャングエイジ 

：発達的問題行動、障害と学業生活  

青年期の身体・認知・情緒的発達について調べる。 

：青年期の身体的特徴（体型～性的成熟、健康上の問題） 

 ：認知的発達（形式的操作期） 

 ：情緒的・社会的発達、特に対人関係や自我同一性について 

成人期の身体・運動的発達について調べる 

：生涯発達的視座からの成人期の確認 

：身体的発達（筋力及び体力、更年期障害など） 

：認知・情緒的発達 

  認知的発達（流動性知能と結晶性知能、創造性） 

  情緒的・社会的発達（ライフスタイルの選択、家族の形成、仕事、結婚） 

死と死の受容について考える。 

：ライフサイクルにおける老年期の発達課題 

：Kübler-Rossの死に至る段階、死と残された人々（悲嘆) 

学びの振り返り、特に治療者と患者の関係の中で「発達」を考える。 

 変化する患者、変化する治療者、変化する環境（時間、空間） 

試験 

 

備考  

教員の実務経験 臨床心理士 スクールカウンセラー 

実務経験を活かした 

教育内容 

 



 

 

授業名 

   
医学概論 

履修時期 時間数（回数） 単位数 

1 年 30時間（15 回） 1 

担当講師   

       
桑迫 健二 

授業形態 必須/選択 

講義 必須 

教科書 なし 成績評価 

小試験、中間試験、定期試験の

合計点が、60 点以上を合格と

する。再試験を行う場合がある 

参考書 

   

講師作成資料（講義ごとに配布） 

授業概要 

   

リハビリテーション専門職に必要な医療全般の基礎知識のみならず、将来、医療現

場で直面した課題を自立的に解決するための考え方も伝授する。 

授業目標 

   

医療におけるサイエンス以外の様々な側面を知り、リハビリテーション従事者とし

て必要な社会的・倫理的知識や問題意識を身につけることができる。 

授業内容 

回数 内容 課題等 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

医学概論とは何か 

医の倫理 

日本の医療制度 

日本の医療の現状と問題点 

救急医療崩壊 

予防医学 

熱中症 

感染症① 

感染症② ＊講義の残り時間で《中間試験（３０点）》を実施 

生活習慣病 

高齢者医療 

チーム医療 

ストレスと病 

医療安全 

《定期試験（６０点）》 

＊講義のどこかで《小試験（１０点）》を実施 

＊上記の講義内容が前後したり、他の内容に変更することがある。 

 

・講義用プリントの図

や表の見方も学習

すること 

備考  

教員の実務経験 潤和会記念病院医師 

宮崎大学医学部での長年にわたる学生教育歴 

（医学生・大学院生）地域医療、高齢者医療、リハビリテーション 

医学などの実地経験 

実務経験を活かした 

教育内容 

上記の講義内容の多くが実地経験に基づかれている。 



 

 

授業名 

   
病理学 

履修時期 時間数（回数） 単位数 

1 年 30（15） 1 

担当講師   

       
石原 明 

授業形態 必須/選択 

講義 必須 

教科書 

   

   

・カラーで学べる病理学 

 

成績評価 

・筆記試験 100点 

・60点以上の点数で合格 

参考書 

   

 

授業概要 

   

   

・解剖・生理学をふまえて、病気のしくみを理解する。 

 

授業目標 

   

   

・病理学を学び、リハビリテーション、介護福祉の専門分野に役立てられる知識を理解

し、説明できる。 

授業内容 

回数 内容 準備学習・課題等 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

 

総論 1：病理学の領域  

総論 2：細胞・組織とその障害 

総論 3：再生とその修復 

総論 4：環境障害 

総論 5：炎症 

総論 6：免疫とアレルギー 

総論 7：感染症 

総論 8：代謝異常 

総論 11：先天異常 

総論 12：腫瘍 

各論 14：循環器系 

各論 15：呼吸器系 

各論 17：消化器系 

各論 22：脳・神経系 各論 23運動器系 

期末試験 

 

 

備考  

教員の実務経験 潤和会記念病院 医師 

実務経験を活かした 

教育内容 

 



 

授業名 

   
臨床心理学 

履修時期 時間数（回数） 単位数 

1 年 30（15） 1 

担当講師   

       
安東 末廣 

授業形態 必須/選択 

講義 必須 

教科書 

   

   

・『生き方支援の心理学』 

 

成績評価 

・出席状況と授業態度 10% 

・筆記試験 90% 

・60％以上の点数で合格 参考書 

   

 

授業概要 

   

   

・脳の働きから心や行動を理解する生き方支援の臨床心理学を学ぶ。 

・基礎編と臨床編に分かれ、基礎編では脳の発達過程とその働きなど生き方の創造に関する支援に

ついて、臨床編では生き方の危機とその立て直しに関する支援について学ぶ。 

授業目標 

   

・理学療法士としての臨床に生かせる臨床心理学の基礎について理解し、説明できる。 

 

授業内容 

回数 内容 準備学習・課題等 

1 

 

 

2 

 

 

 

3 

 

 

4 

 

 

 

5 

 

 

 

6 

 

 

 

7 

 

 

 

8 

 

 

9 

 

 

10 

 

臨床心理学の概説 

（目的、理解と診断の方法、支援・治療の基礎理論） 

 

知っておきたい脳の基礎 

（脳の働きを支える神経細胞とグリア細胞／６層からなるうすい 

大脳皮質／注目されるグリア細胞、など）  

 

ライフサイクルと脳や心の発達 

（乳幼児期から児童期までの中枢神経系の発達） 

 

生き方を生み出す脳 

（パーソナリティの座／“社会脳”の恩恵／ワーキングメモリと 

注意／ことばとコミュニケーション、など） 

 

生き方を支える脳 

（“感情脳”の恩恵／共感の座／モチベーションが高まるしくみ／ 

ストレスとHPA軸、など） 

 

生き方のチャレンジと脳の働き 

（アタッチメントとマターナル・デプリベイション／いじめと 

アタッチメント、など） 

 

発達の過程での危機 

（自閉症スペクトラム障害／知的障害／注意欠陥／多動性障害／ 

学習障害、など） 

 

日常生活の中の心の問題 

（不安障害／心身症／摂食障害）   

 

心の危機 

（統合失調症／うつ病／老人性認知症） 

 

心理アセスメントの方法 

(知能検査、性格検査) 

・事前に教科書に目を通

しておくこと 

 



 

11 

 

 

12 

 

 

 

13 

 

 

14 

 

15 

 

早期の支援 

（ストレス・マネジメント教育の実際）   

 

早期の支援 

（ストレス対処と能力発揮に役立つリラクセーション技法：アサーショント 

レーニング、アンガーマネジメント) 

 

プロセスの支援およびフォローアップによる支援 

（カウンセリングの理論と技法）   

 

プロセスの支援およびフォローアップによる支援（行動療法の理論と技法） 

 

試験 

備考  

教員の実務経験 宮崎国際大学 特任教授 

実務経験を活かした 

教育内容 

 



 

 

授業名 

   
リハビリテーション医学Ⅰ 

履修時期 時間数（回数） 単位数 

1 年 30（15） 1 

担当講師   

       
田代 学 （潤和会記念病院 医師） 

授業形態 必須/選択 

講義 必須 

教科書 ・リハビリテーションビジュアルブック（学研） 

・配布資料 

成績評価 

・筆記試験 100 点 

・60 点以上を合格とする 

 

参考書 ・必要に応じて他教科書を使用 

授業概要 

   

   

・ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ医学に関し、総論においてはﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝの概念、ﾁｰﾑ構成、ﾌﾟﾛｾｽの適応、

診断・評価の基礎的ｱﾌﾟﾛｰﾁについて、各論においては主な疾患の評価表や治療などに関

する基本事項について学ぶ。 

授業目標 

   

  

・ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ医学・総論の概念を機能障害、能力低下、社会的不利、心理的面の内容に

ついて理解することができる。 

授業内容 

回数 内容 課題等 

1 

 

2 

 

3 

 

4 

 

5 

 

6 

 

7 

 

8 

 

9 

 

10 

 

11 

 

12 

 

13 

 

14 

 

15 

リハビリテーション医学の概念について学ぶ。 

 

リハビリテーション医学が対象とする障害について学ぶ。 

 

臨床検査について学ぶ。 

 

リハビリテーション医学の治療について学ぶ。 

 

リハビリテーションの概念について学ぶ 

 

脳血管障害のリハビリテーションについて学ぶ。 

 

運動療法と物理療法について学ぶ。 

 

脊椎・脊損のリハビリテーションについて学ぶ。 

 

歩行・歩行補助具・装具・車椅子について学ぶ。 

 

切断と義肢について学ぶ。 

 

廃用症候群について学ぶ。 

 

関節リウマチについて学ぶ。 

 

高次脳機能障害・認知症のリハビリテーションについて学ぶ。 

 

摂食・嚥下のリハビリテーションについて学ぶ。 

 

試験 

各講義後は復習する

こと 

備考  

教員の実務経験 潤和会記念病院 医師 

実務経験を活かした 

教育内容 

在宅医療から病院にて多くの疾患と関わってきた 38 年間の実務経験

を活かした講義内容とする 



 

 

授業名 

   
リハビリテーション概論Ⅰ 

履修時期 時間数（回数） 単位数 

1年  30（15） 1 

担当講師   

       
古瀬 正志（理学療法学科 専任教員） 

授業形態 必須/選択 

講義、演習 必須 

教科書 

   

PT・OT・ST・ナースを目指す人のためのリハビリテ

－ション総論 改訂第 3版 診断と治療社 

成績評価 

筆記試験   100点 

60点以上を合格 

再試験あり 

参考書 

   

理学療法テキスト 予防理学療法学 中山書店 

授業概要 

   

   

リハビリテーションの幅広い概念と内容、障害とはどういうことであるのか、リハビリ

テーション実践のためのチームとその中での理学療法士の役割、主に使用する機器、関

係する法令各種、以上を実技演習など交えて講義する 

授業目標 

   

   

本質的なリハビリテーションや障害の意味を理解し、リハビリテーション専門職として

のその実践に向け、また理学療法士としてその役割を果たすべく、自分で考え行動でき

るための基礎を理解する 

授業内容 

回数 内容 準備学習・課題等 

1～４ 

 

 

 

 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12・13 

14 

15 

リハビリテーションの理念 

医療・保健・社会福祉とリハビリテーションの関わり方 

医学的リハ・職業的リハ・社会的リハ・教育的リハ 

保健とリハビリテーション、廃用症候群、誤用症候群 

医療安全管理、インフォームドコンセント、個人情報保護 

回復期リハビリテーション、生活期リハビリテーション 

障害の概念の理解①：障害とは、ICD、ICIDH、ICF 

障害の概念の理解②：障害受容、心理、防衛機制、コーピング 

リハビリテーションチームと役割 

医療・社会福祉と法律 

地域リハと地域包括ケアシステム 

訓練用補助機器：装具、義肢、車椅子、歩行補助具、ロボティクス 

実技演習：歩行補助具、車椅子 

総括・まとめ 

試験 

＊事前に該当する範囲
のテキストは読んでお
くこと 

 

＊必要に応じて、事前
に下調べを提示する場
合あり 

 

＊適宜小テストやレポ
ートを課す場合あり 

 

備考 実技演習の際は、指定された実習着・実習靴を着用 

   実技において、実施にふさわしくない身なりの場合には、欠課扱いとする 

 

教員の実務経験 理学療法士としての臨床経験 29 年 

病院および老人保健施設での回復期・生活期リハ実施と部署管理 

医療・介護保険サービス（外来リハ、訪問リハ、通所リハ）含む 

 介護認定審査員（宮崎東諸県圏域） 介護支援専門員（施設内） 

 宮崎県県北地域リハビリテーション広域支援センター業務実施と総括 

 宮崎市住宅改修審査委員 

実務経験を活かした 

教育内容 

リハビリテーションの本質を理解する。その上で、リハビリテーションの実

践のためには理学療法のみに留まることなく多職種および家族を含めた社

会への働きかけも重要であること、および退院後の生活というものが多種多

様であることを理解し考えることできる力を養う 



 

 

授業名 

   
リハビリテーション概論Ⅱ 

履修時期 時間数（回数） 単位数 

1年  30（15） 1 

担当講師   

       
古瀬 正志（理学療法学科 専任教員） 

授業形態 必須/選択 

講義、演習 必須 

教科書 

   

PT・OT・ST・ナースを目指す人のためのリハビリテ

－ション総論 改訂第 3版 診断と治療社 

成績評価 

筆記試験 100点 

60点以上を合格 

 再試験あり 

参考書 

   

リハビリテーション概論 永井書店 

授業概要 

   

リハビリテーション専門職として関わっていくことになる障害や疾患はどういったもの

であって、それらに対して、どのようなリハビリテーションをどのように行っていくの

か、ということの基本的な内容や考え方、進め方を講義する 

授業目標 

   

リハビリテーションの要である評価の概要の理解、障害や疾患の概要とそのリハビリテ

ーションの実際をそれぞれに対して、その基本的な考え方を修得する 

授業内容 

回数 内容 準備学習・課題等 

1 

2 

3 

 

4 

 

5 

 

6 

7 

8 

 

9 

10 

11 

12・13 

14 

15 

評価の基本①：機能評価 

評価の基本②：能力評価・歩行 

障害別リハビリテーションの実際① 

 関節可動域、筋力増強 

障害別リハビリテーションの実際② 

ニューロリハ、運動学習、歩行練習 

障害別リハビリテーションの実際③ 

 失語症と高次脳機能障害、摂食嚥下障害、排尿障害 

疾患別リハビリテーションの実際①：脳卒中、神経変性疾患 

疾患別リハビリテーションの実際②：脊髄損傷、外傷性脳損傷、切断 

疾患別リハビリテーションの実際③：運動器疾患、関節リウマチ 

                 慢性疼痛 

疾患別リハビリテーションの実際④：脳性麻痺、呼吸・循環疾患 

疾患別リハビリテーションの実際⑤：悪性腫瘍、生活習慣病 

疾患別リハビリテーションの実際⑥：疾患別リハまとめ 

実技演習：評価、片麻痺体験など 

総括、まとめ 

試験 

＊必要に応じて、事前
に下調べを提示する
場合あり 

 

＊適宜小テストやレ
ポートを課す場合あ
り 

 

備考  実技演習の際は、指定された実習着・実習靴を着用 

実技において、実施にふさわしくない身なりの場合には、欠課扱いとする 

 

教員の実務経験 理学療法士としての臨床経験 29 年 

病院および老人保健施設での回復期・生活期リハ実施と部署管理 

医療・介護保険サービス（外来リハ、訪問リハ、通所リハ）含む 

 介護認定審査員（宮崎東諸県圏域） 介護支援専門員（施設内） 

 宮崎県県北地域リハビリテーション広域支援センター業務実施と総括 

 宮崎市住宅改修審査委員 

実務経験を活かした 

教育内容 

本来の意味でのリハビリテーションの実践のために、病院や地域において各

制度や仕組みがどのように行われているのか実際の事例を通して提示する

事で、自分のこととして理解し考え実践することができる能力を養う 



 

授業名 

   
関係職種論 

履修時期 時間数（回数） 単位数 

1 年  30（15） 1 

担当講師   

       

・各施設臨床実習指導者、 

・吉田 敏朗、南正覚 肇（理学療法学科専任教員） 

授業形態 必須/選択 

講義、見学実習 必須 

教科書 ・講義配布資料 成績評価 

・出席 60％、レポート課題

20％、発表 20％ 

・60％以上の点数で合格 

参考書 なし 

授業概要 

   

・保健・医療・福祉と包括的リハビリテーションを構成する職域や関連職種、特にパラ

メディカルスタッフの職能や理学療法士との関わり方を学ぶ。 

授業目標 

   

   

・保健・医療・福祉と包括的リハビリテーション、およびその中でのリハビリテーショ

ン専門職の役割を説明できる。 

・他部門との情報交換や情報収集など、チームアプローチの基礎を説明できる。 

・地域における理学療法士の役割と、他職種との関わりを説明できる。 

授業内容 

回数 内容 準備学習・課題等 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

関係職種論概論 

見学実習オリエンテーション 

実習施設感染予防対策講義 

介護老人福祉施設見学実習① 

介護老人福祉施設見学実習② 

グループホーム見学実習① 

グループホーム見学実習② 

サービス付き高齢者住宅見学実習① 

サービス付き高齢者住宅見学実習② 

作業療法士業務見学実習① 

作業療法士業務見学実習② 

言語聴覚士業務見学実習① 

言語聴覚士業務見学実習② 

グループワーク① 

グループ発表 

各見学実習後概ね 1 週間

以内に見学内容に関する

レポート提出すること。 

 

 

備考 実習にあたり、介護保険制度および地域包括ケアシステムについて学んでおくこと。 

教員の実務経験 1 年学担 

吉田敏朗：理学療法士としての臨床経験 20 年 

臨床経験：リハビリ専門病院・回復期ﾘﾊ病棟・急性期一般病棟勤務 

南正覚 肇：理学療法士としての臨床経験 10 年 



 

臨床経験：急性期一般病棟・回復期ﾘﾊ病棟・訪問リハビリ 

実務経験を活かした 

教育内容 

介護老人福祉施設、グループホーム、サービス付き高齢者住宅、作業

療法士および言語聴覚士の業務を実際に見学し、介護保険分野におけ

る理学療法士の役割や多職種との連携について学ぶ。 



 

 

授業名 

   
理学療法管理学Ⅰ 

履修時期 時間数（回数） 単位数 

1年  30（15） 1 

担当講師   

       
・馬場 義行（理学療法学科専任教員） 

授業形態 必須/選択 

講義および演習 必須 

教科書 

   

資料配布 成績評価 

・筆記試験 60点以上を合格 

 60点未満は再試験 参考書 なし 

授業概要 

   

   

・理学療法士を目指す学生として自己管理能力を高める。 

・理学療法士として基盤となる能力や態度について考える。 

・理学療法士を目指すうえで必要な能力についてグループワークで話し合う。 

授業目標 

   

   

・医療従事者および理学療法士として必要な能力や態度について説明することができ

る。 

・理学療法士に必要な能力や態度について説明することができる。 

・グループワークを通して、理学療法士に必要な能力を話し合い、書き出し、発表する

ことができる。 

授業内容 

回数 内容 準備学習・課題等 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

理学療法士とは 

人体の基礎① 

人体の基礎② 

理学療法士に必要な社会保障制度の知識① 

理学療法士に必要な社会保障制度の知識② 

理学療法士を目指す学生としての自己管理① 

理学療法士を目指す学生としての自己管理② 

読解力① 

読解力② 

理学療法士に必要な接遇とマナー 

理学療法士としての仕事観 

理学療法士を目指す学生に求められる能力とは 

グループワーク①（将来の理学療法士像） 

グループワーク②（将来の理学療法士像） 

試験 

＊上記の講義内容が前後したり、他の内容に変更することがある。 

 

備考  

教員の実務経験 馬場義行：理学療法士としての臨床経験 10 年 

臨床経験：集中治療室、急性期、回復期、維持期 

認定理学療法士（呼吸）、呼吸療法認定士、 

心臓リハビリテーション指導士、 

（日本糖尿病療養指導士：2015～2020） 

実務経験を活かした 

教育内容 

臨床場面で必要とされるコミュニケーションスキルやキャリア教育を

実施する。 



 

授業名 

   
理学療法概論Ⅰ 

履修時期 時間数（回数） 単位数 

1 年  60（30） 2 

担当講師   

       
馬場 義行（理学療法学科 専任教員） 

授業形態 必須/選択 

講義、実技、実習 必須 

教科書 ・15 レクチャーシリーズ・理学療法テキスト・ 

理学療法概論（中山書店） 

 

成績評価 

・筆記試験（70点） 

・実技試験（20点） 

・レポート課題（10点） 

合せて 60点以上を合格とする。 

参考書  

授業概要 

   

   

・理学療法士としての必須の資質や基本的な概念 

・潤和会記念病院にて病院見学を実施 

・医療人として必要とされる資質について考える 

・理学療法士として必要な全介助での移乗動作の実技練習 

授業目標 

   

   

・理学療法に関する基本的知識（概要、歴史、法制度）を説明できる。 

・見学実習での学んだ理学療法士の業務、患者の疾患についてまとめることができる。 

・バイオメカニクス・リフティング理論を理解し、移乗動作を実施できるようになる。 

・理学療法学としての研究について説明できる。 

授業内容 

回数 内容 準備学習・課題等 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

理学療法の概要 

理学療法の背景①（障害の分類等） 

理学療法の背景②（法律） 

理学療法の構成 

理学療法の主対象 

病期・職域別の理学療法 

理学療法に必要な知識と実習 

病院見学実習準備① 

病院見学実習準備② 

病院見学実習①：潤和会記念病院での見学実習 

病院見学実習②：潤和会記念病院での見学実習 

バイオメカニクス総論①：重心、支持基底面、モーメントなど 

バイオメカニクス総論②動軸、筋の収縮様式など 

バイオメカニクス総論③重心、支持基底面、モーメントなど 

リフティング総論 

リフティング演習① 

リフティング演習② 

リフティング演習③ 

リフティング演習④ 

リフティング演習および実技試験① 

リフティング演習および実技試験② 

リフティング演習および実技試験③ 

リフティング演習および実技試験④ 

 

 

 

 

 

 

 

 

記念病院での見学実

習を実施する予定。 

病院見学実習後は、デ

イリーノートとレポ

ートの提出を課す。 

（所定の書式あり） 

 

実技試験に向けて、各

自、実技練習を実施す

ること。 



 

授業名 

   
理学療法概論Ⅰ 

履修時期 時間数（回数） 単位数 

1 年  60（30） 2 

担当講師   

       
馬場 義行（理学療法学科 専任教員） 

授業形態 必須/選択 

講義、実技、実習 必須 

教科書 ・15 レクチャーシリーズ・理学療法テキスト・ 

理学療法概論（中山書店） 

 

成績評価 

・筆記試験（70点） 

・実技試験（20点） 

・レポート課題（10点） 

合せて 60点以上を合格とする。 

参考書  

授業概要 

   

   

・理学療法士としての必須の資質や基本的な概念 

・潤和会記念病院にて病院見学を実施 

・医療人として必要とされる資質について考える 

・理学療法士として必要な全介助での移乗動作の実技練習 

24 

25 

26 

27 

28 

29 

30 

セミナー発表下調べ 

セミナー発表参加 

バイタルチェック（血圧測定・脈拍測定）①：基礎知識 

バイタルチェック（血圧測定・脈拍測定）②：実技講義 

理学療法研究法① 

理学療法研究法② 

総括 

最終筆記試験   

備考 テキストとは別に資料を配布する。実技の際は、実習着、実習靴で臨むこと。病院見学に

ついては別途説明を行う。 

教員の実務経験 馬場義行：理学療法士としての臨床経験 10 年 

臨床経験：集中治療室、急性期、回復期、維持期 

認定理学療法士（呼吸）、呼吸療法認定士、 

心臓リハビリテーション指導士、 

（日本糖尿病療養指導士：2015～2020） 

実務経験を活かした 

教育内容 

臨床を想定した実践的な実技講義を含む。血圧測定は血圧の基本的考

え方を学び、その後に実際に患者で測定できるようになるまで実技を

行う。また、中等度介助の患者を想定した移乗動作ができるようにな

るように臨床的な考え方を踏まえながら指導する。 



 

授業名 

   
理学療法評価法Ⅰ 

履修時期 時間数（回数） 単位数 

1 年 30（15） 1 

担当講師   

       
大寺 健一郎（理学療法学科 専任教員） 

授業形態 必須/選択 

講義 必須 

教科書 

   

理学療法評価学 改訂第 6 版（金原出版） 成績評価 

・筆記試験 80％・レポート 20％ 

・60％以上の点数で合格 参考書 

   

適宜補足のためのプリントを配布する。 

授業概要 

   

   

⚫ 評価の基礎（考え方や手順、SOAPでの記録法、評価レポート作成の基本など）

を学習する。 

⚫ 評価レポート作成を通して、評価と治療の流れを学習する。 

授業目標 

   

   

⚫ 評価の維持と目的を理解し、適切な選択と実施ができるようになる。 

⚫ 評価の結果を SOAP形式でまとめて記録することができる。 

⚫ 評価レポートの作成を通して問題点の抽出、統合と解釈ができる。 

授業内容 

回数 内容 準備学習・課題等 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

 

11 

12 

13 

14 

15 

評価の意義と目的 

評価の過程 

評価の手順 

評価の対象 

評価方法の種類 

評価の時期と目的 

評価の記録（POSシステム・SOAP） 

評価における問題点の整理および統合と解釈 

評価の環境と評価器具 

一般情報（カルテ情報・臨床検査データ・画像診断など）の収集

と問診の方法 

報告書（レポート）の作成方法 

評価レポート作成演習① 

評価レポート作成演習② 

評価レポート作成演習③ 

単位認定試験 

 

 

評価Ⅰと同時進行で

評価記録などを作成

する。 

課題提出は期限を守

ること（守れない場合

は減点の対象とな

る）。 

備考 講義の内容について、定期的に復習すること。復習は最低でも 3 回行うこと。 

教員の実務経験 理学療法士としての臨床経験 13 年 



 

教育学修士（教育臨床心理） 

実務経験を活かした 

教育内容 

理学療法評価とは何かを学び、一般的な情報や検査・測定、服薬や画

像などの情報を統合して解釈し、理学療法のプログラムを作成する流

れをつかむ。 



 

授業名 

   
理学療法評価法Ⅱ 

履修時期 時間数（回数） 単位数 

1 年 60（30） 2 

担当講師   

       
南正覚 肇（理学療法学科 専任教員） 

授業形態 必須/選択 

講義・実技 必須 

教科書 

   

   

・理学療法評価学 第６版（金原出版株式会社） 

・新・徒手筋力検査法 第 10 版（協同医書出版社） 

・配布資料など 

成績評価 

・筆記試験 70 点 

・実技試験 30 点 

（ROM/MMT 各 15 点） 

合計 60 点以上を合格とする。 

参考書 

   

・基礎運動学 第６版 補訂（医歯薬出版） 

・ PT・OT・ST ための解剖学（廣川書店） 

授業概要 

   

   

・形態測定、関節可動域測定（ROM‐T）、筋力検査（MMT）に必要な解剖生理学的知識、測定

方法 

・検査の臨床的意義を理解し、実技を通して信頼性、再現性のある基本的技術の習得 

授業目標 

   

   

・理学療法における評価の位置づけおよび各検査項目の意義・目的を理解すること 

ができる。 

・基本的な評価項目（形態測定、関節可動域検査、徒手筋力検査）を学習し、実際 

に検査が実施できる。 

授業内容 

回数 内容 課題等 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

総論・形態測定：講義中心に理学療法評価・形態測定について学ぶ 

形態測定：講義中心に形態測定の概要について学ぶ 

形態測定：実技中心で形態測定の測定方法について学ぶ 

ROM‐T：講義中心に検査の意義、制限因子について学ぶ 

ROM‐T：（実技①）実技中心に上肢の測定方法について学ぶ 

ROM‐T：（実技②）実技中心に上肢・手指の測定方法について学ぶ 

ROM‐T：（実技③）実技中心に下肢の測定方法について学ぶ 

ROM‐T：（実技④）実技中心に下肢の測定方法について学ぶ 

ROM‐T：（実技⑤）実技中心に頚部・体幹の測定方法について学ぶ 

ROM‐T：（実技⑥）実技中心に頚部・体幹の測定方法について学ぶ 

ROM‐T：（実技試験①） 

ROM‐T：（実技試験②） 

MMT：講義中心に筋力検査・MMT について学ぶ 

MMT：講義中心に筋力検査・MMT について学ぶ 

MMT：（実技①）：上肢帯の筋の測定方法について学ぶ 

MMT：（実技②）：上肢の筋の測定方法について学ぶ 

MMT：（実技③）：上肢の筋の測定方法について学ぶ 

MMT：（実技④）：上肢の筋の測定方法について学ぶ 

MMT：（実技⑤）：下肢の筋の測定方法について学ぶ 

MMT：（実技⑥）：下肢の筋の測定方法について学ぶ 

MMT：（実技⑦）：下肢の筋の測定方法について学ぶ 

MMT：（実技⑧）：下肢の筋の測定方法について学ぶ 

MMT：（実技⑨）：体幹・頭頸部の筋の測定方法について学ぶ 

MMT：（実技⑩）：体幹・頭頸部の筋の測定方法について学ぶ 

※講義の時間以外（講義のない

時間、放課後など）を利用し復

習を行う必要がある。 

 

 



 

25 

26 

27 

28 

29 

30 

MMT：（実技⑪）：手指の筋の測定方法について学ぶ 

MMT：（実技⑫）：手指の筋の測定方法について学ぶ 

MMT：（実技試験①） 

MMT：（実技試験②） 

全体のまとめ 

期末筆記試験 

備考 実技の際は必ず指定された実習服、実習靴で臨むこと 

   

教員の実務経験 南正覚 肇：理学療法士としての臨床経験 10 年 

臨床経験：急性期一般病棟・回復期ﾘﾊ病棟・訪問リハビリ 

実務経験を活かした 

教育内容 

基本的な理学療法評価法の知識習得だけでなく、臨床で多く用いられる評価法

や、運動・解剖・生理学との繋がりを意識した演習を行う。 



 

授業名 

   
運動療法Ⅰ 

履修時期 時間数（回数） 単位数 

1 年  30（15） 1 

担当講師   

       
大寺 健一郎（理学療法学科 専任教員） 

授業形態 必須/選択 

講義・実技 必須 

教科書 

   

   

・理学療法学テキストⅢ 運動療法Ⅰ 第２版 成績評価 

・筆記試験 100％ 

・60％以上の点数で合格 

参考書 

   

・基礎運動学 第６版 

授業概要 

   

   

・運動療法の基礎知識、各種運動療法の種類や基本的方法を理解できるよう座学を

中心に行い、最後は実技にて確認を行う。 

授業目標 

   

   

・運動療法の歴史・概念・基礎を理解し、運動療法の特徴、障害に対する適応を説

明できる。 

・筋力増強運動・筋持久力運動・協調性運動等の目的、適応を説明できる。 

授業内容 

回数 内容 準備学習・課題等 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

 

 

 

 

運動療法の概要および歴史 

運動療法の基礎Ⅰ：結合組織・関節の構造と機能 

運動療法の基礎Ⅰ：骨格筋の構造と機能・神経系の構造と機能 

運動療法の基礎Ⅱ：一般的な組織の修復過程等の病態生理 

基本的運動：運動の分類 

運動療法機器：種類と使用方法 

筋力維持増強運動：目的と適応～基本的事項 

筋力維持増強運動：筋力維持増強運動の実際・実技 

持久力増強運動：筋持久力概要・分類について 

持久力増強運動：筋持久力の評価について 

筋力維持・持久力運動：筋力維持・持久力運動の実際・実技 

全身調整運動：コンディショニングとリラクセーション 

協調性の改善：運動の協調性・適応と目的 

運動療法の実技とまとめ 

筆記試験 

 

＊試験解説は別日に実施。 

 

 

運動療法基礎Ⅰ・Ⅱは 

解剖・生理・運動学を

事前に学習しておく

こと。 



 

 

 

 

 

 

 

 

備考 講義の内容について、定期的に復習すること。復習は最低でも 3 回行うこと。 

教員の実務経験 理学療法士としての臨床経験 13 年 

教育学修士（教育臨床心理） 

実務経験を活かした 

教育内容 

人体の解剖生理学をベースに、運動療法の目的と方法を説明するとと

もに、臨床で実際に用いられる運動療法の実際を教授する。 



 

授業名 

   
物理療法Ⅰ 

履修時期 時間数（回数） 単位数 

1 年  30（15） 1 

担当講師   

       
馬場 義行（理学療法学科 専任教員） 

授業形態 必須/選択 

講義、実技 必須 

教科書 ・物理療法学・実習 (15 レクチャーシリーズ 理学

療法テキスト) 

成績評価 

・筆記試験（100 点） 

・60 点以上を合格とする。 参考書 

   

・物理療法マニュアル（医歯薬出版） 

・標準理学療法学 物理療法（医学書院） 

・物理療法学テキスト（南江堂）  

授業概要 

   

   

・物理療法の歴史的変遷 

・物理療法を実施する際に必要な生理学 

・温熱療法、エネルギー変換療法、寒冷療法の各療法の原理と目的、適応と禁忌 

・温熱療法、エネルギー変換療法、寒冷療法の機器の概要とその操作方法 

授業目標 

   

   

・温熱療法の生理学的効果、適応と禁忌を説明できる。 

・物理療法（ホットパック、パラフィン、エネルギー変換療法、寒冷療法、超音波

療法）の使用方法と適応と禁忌が説明、実際に使用できる。 

授業内容 

回数 内容 準備学習・課題等 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

物理療法総論①（定義、分類な、生理学的基礎など） 

温熱療法概要 

温熱療法機器について：ホットパック・パラフィン 

実習 

寒冷療法概要と実際 

実習 

エネルギー変換療法概要 

エネルギー変換療法機器について：極超短波 

実習 

光線療法（赤外線療法、紫外線療法、レーザー療法） 

超音波の基礎 ①特性 ②原理 ③目的 

超音波の臨床応用 ①適応と生理学的作用 ②禁忌と副作用の病理 

超音波 実習 ①使用方法。治療手順 

総括 

試験 

テキストで該当する

ところは講義前に目

を通すこと。 

 

実習に関しては、事

前に座学で学んだこ

とを復習しておくこ

と。 

 

実習後は実習をまと

めた内容の課題レポ

ートあり。 

備考 テキストとは別に資料を配布する。講義後には復習を行うこと。実習の際は必ず実習着着

用のこと。四肢を中心とした露出をすることがある。 

教員の実務経験 馬場義行：理学療法士としての臨床経験 10 年 

臨床経験：集中治療室、急性期、回復期、維持期 

認定理学療法士（呼吸）、呼吸療法認定士、 

心臓リハビリテーション指導士、 

（日本糖尿病療養指導士：2015～2020） 

実務経験を活かした 

教育内容 

温熱療法機器、エネルギー変換機器、超音波治療器は臨床の場面でも

多用される。これらの適応、禁忌をしっかりと理解し、十分なリスク



 

管理の元に患者に施行できるように実技演習を行っていく。 



 

 

授業名 

   
物理療法Ⅱ 

履修時期 時間数（回数） 単位数 

1 年  30（15） 1 

担当講師   

       
古瀬 正志（理学療法学科 専任教員） 

授業形態 必須/選択 

講義、演習 必須 

教科書 15レクチャーシリーズ 理学療法テキスト 

 物理療法学・実習 中山書店 

成績評価 

筆記試験 100点 

60点以上で合格とする。 

再試験あり 

参考書 

   

物理療法学テキスト 南江堂 

PT・OTビジュアルテキスト エビデンスから身に

つける物理療法 羊土社 

授業概要 

   

療法として「水」「電気」「牽引」はどのような目的をもって使用することができるのか、

また、その効果はどういったことが得られるのか、ということを教授する。また、実際

の臨床場面での運動療法との併用も具体的事例をもって示す。 

実技は、グループ単位で全員が機器操作できるように行う。 

授業目標 

   

各治療法の作用機序、適応と禁忌、実施上の注意点について学習する。 

治療機器の基本的な取扱いを修得する。 

授業内容 

回数 内容 準備学習・課題等 

1 

2 

3 

4 

5 

 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

水治療法：概要、物理特性、生理学的作用、分類 

水治療法：種類、実際 

電気刺激療法：総論 

電気刺激療法：経皮的電気刺激、干渉波電流、微弱電流刺激 

電気刺激療法：神経筋電気刺激、高電圧パルス電流 

       ロシアカレント、筋電誘発電気刺激 

電気刺激療法：機能的電気刺激、バイオフィードバック療法 

牽引療法：概要、効果、種類、実際 

マッサージ療法 

物理療法におけるリスク管理 

実技演習準備（グループ別役割分担と基本事項まとめ、実技の方法提示） 

実技演習（担当機種別） 

実技演習（グループ別） 

実技演習（グループ別） 

総括 

期末試験 

＊事前に該当する範
囲のテキストは読ん
でおくこと 

 

＊必要に応じて、事前
に下調べを提示する
場合あり 

 

＊適宜小テストやレ
ポートを課す場合あ
り 

備考  演習時は、実習着・実習靴を着用、実技にふさわしくない身なりの場合は欠課扱いとする 

グループ学習は、指定したグループ内での役割を分担して実施 

 

教員の実務経験 理学療法士としての臨床経験 29 年 

病院および老人保健施設での回復期・生活期リハ実施と部署管理 

医療・介護保険サービス（外来リハ、訪問リハ、通所リハ）含む 

 介護認定審査員（宮崎東諸県圏域） 介護支援専門員（施設内） 

 宮崎県県北地域リハビリテーション広域支援センター業務実施と総括 

 宮崎市住宅改修審査委員 

実務経験を活かした 

教育内容 

物理療法を施行するにあたって、理学療法士はその中心となる必要があ

ることを明示し、一方、現在の臨床において多用されている電気刺激療

法の実際を提示することで、より実践的な講義内容とする 

 



 

 

授業名 
地域理学療法学Ⅰ 

履修時期 時間数（回数） 単位数 

1 年  30（15） 1 

担当講師 

古瀬 正志（理学療法学科 専任教員） 

授業形態 必須/選択 

講義 必須 

教科書 

 

15レクチャーシリーズ 理学療法テキスト 地域理学療

法学 中山書店 

成績評価 

筆記試験 100点 

60点以上で合格 

 再試験あり 

参考書 理学療法学テキスト 地域理学療法学 メジカルビュー社 

ビジュアルレクチャー 地域理学療法学 医歯薬出版社 

予防と産業の理学療法 南江堂 

予防理学療法学要論 医歯薬出版社 

授業概要 地域理学療法学総論から、地域における理学療法士として個別支援のための、また、地

域づくりのための知識と技術を、どのように評価、介入、連携していくのかを学ぶ 

 

授業目標 地域理学療法の全体像と本質を学び、地域理学療法の実施の担い手となるための基礎を

修得する 

授業内容 

回数 内容 準備学習・課題等 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

地域理学療法および地域リハビリテーションの概念 

地域理学療法の視点 

地域理学療法と社会情勢 

地域理学療法と制度 

地域理学療法の対象と支援方法 

理学療法的支援①：起居動作・良肢位 

理学療法的支援②：移乗・移動動作 

理学療法的支援③：食事・排泄 

理学療法的支援④：社会参加 

理学療法的支援⑤：フレイル、ロコモ、サルコペニア 

理学療法的支援⑥：認知症、軽度認知症 

理学療法的支援⑦：環境的側面 

地域の仕組み、世界の地域リハビリテーション 

総括 

期末試験 

＊事前に該当する範囲
のテキストは読んでお
くこと 

 

＊必要に応じて、事前に
下調べを提示する場合
あり 

 

＊適宜小テストやレポ
ートを課す場合あり 

 

備考  

 

教員の実務経験 理学療法士としての臨床経験 29 年 

病院および老人保健施設での回復期・生活期リハ実施と部署管理 

医療・介護保険サービス（外来リハ、訪問リハ、通所リハ）含む 

 介護認定審査員（宮崎東諸県圏域） 介護支援専門員（施設内） 

 宮崎県県北地域リハビリテーション広域支援センター業務実施と総括 

 宮崎市住宅改修審査委員 

実務経験を活かした 

教育内容 

これまでの地域リハビリテーションや介護予防に関する取組みを中心に、

地域における実体験の中から、理学療法士の活動を示すことで、介護予防

やその他地域における基本的な実践的の取組みを教授する。 

 



 

授業名 

   
臨床実習Ⅰ 

履修時期 時間数（回数） 単位数 

1 年 40（20） 1 

担当講師   

       
・各施設臨床実習指導者、 

・吉田 敏朗、南正覚 肇（理学療法学科専任教員） 

授業形態 必須/選択 

講義、見学実習 必須 

教科書 

   

   

・講義配布資料 成績評価 

・レポート課題 100％ 

・60％以上の点数で合格 

・提出期限を遵守しないと減点 参考書  

授業概要 

   

   

・宮崎県内の老人保健施設（通所リハビリテーションを含む）3 日間、訪問リハビ

リテーション 2 日間の見学実習を行う。 

・事前にオリエンテーションを実施する。 

・最後にグループワークで実習経験をまとめて発表する。 

授業目標 

   

   

・介護老人保健施設および訪問リハビリテーション事業所での、理学療法士の業務

内容を理解し、他部門との連携並びに役割を説明できる。 

・保健・医療・福祉の包括的リハビリテーションを説明できる。 

・理学療法士という職業について再確認し説明できる。 

授業内容 

回数 内容 準備学習・課題等 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

介護老人保健施設見学実習（1 日目） 

介護老人保健施設見学実習（1 日目） 

介護老人保健施設見学実習（1 日目） 

介護老人保健施設見学実習（1 日目） 

介護老人保健施設見学実習（2 日目） 

介護老人保健施設見学実習（2 日目） 

介護老人保健施設見学実習（2 日目） 

介護老人保健施設見学実習（2 日目） 

介護老人保健施設見学実習（3 日目） 

介護老人保健施設見学実習（3 日目） 

介護老人保健施設見学実習（3 日目） 

介護老人保健施設見学実習（3 日目） 

訪問リハビリテーション見学実習（1 日目） 

訪問リハビリテーション見学実習（1 日目） 

訪問リハビリテーション見学実習（1 日目） 

訪問リハビリテーション見学実習（1 日目） 

訪問リハビリテーション見学実習（2 日目） 

見学実習では、記録な

どの提出を課す。 



 

18 

19 

20 

 

訪問リハビリテーション見学実習（2 日目） 

訪問リハビリテーション見学実習（2 日目） 

訪問リハビリテーション見学実習（2 日目） 
 

備考 実習にあたり介護保険制度および老人保健施設、訪問リハビリテーションについて調べて

おくこと。 

教員の実務経験 ※1 年学担 

吉田敏朗：理学療法士としての臨床経験 20 年 

臨床経験：リハビリ専門病院・回復期ﾘﾊ病棟・急性期一般病棟勤務 

南正覚 肇：理学療法士としての臨床経験 10 年 

臨床経験：急性期一般病棟・回復期ﾘﾊ病棟・訪問リハビリ 

※各施設臨床実習指導者 

実務経験を活かした 

教育内容 

宮崎県内の老人保健施設の見学実習を 3 日間、訪問リハビリテーショ

ンの見学実習を 2 日間実施し、各施設の理学療法士の指導の下、各領

域で働く理学療法士の役割を理解する。 


